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　10月６日（月）に西美濃農業協同組合（大垣市）より、レジ
袋削減有料化に伴う販売収益金の9,610円と人形供養祭開
催に伴う参列者の志の一部から16,410円を寄附いただきま
した。この寄附は、町の環境保全活動ならびに子育て支援
の充実を願い、毎年行われています。
　近沢一成常務理事は「最近は、ほとんどのお客さまがマ
イバッグを持参して来店されるので、レジ袋が利用される
ことも本当に少なくなりました。年々、環境美化意識が高
くなってきているのだと感じます。今後も環境保全活動や
子育て支援の充実を進めていく手助けのため、寄附を続け
ていきたいです」と寄附を継続していくことを約束しまし
た。

　11月３日（月・祝）に「養老天命反転地30周年記念セレモニ
ー」が岐阜県主催で開催されました。セレモニーは下笠保育園
の園児による鼓笛隊演奏で開幕し、養老鳶はしご登り保存会
による演舞が披露され、会場を盛り上げました。セレモニー
では、江崎禎英知事、村下貴夫県議会議員、川地憲元町長を
はじめとした関係者によりくす玉が割られ、開園から30周年
の節目を祝うために参加した多くの人たちの歓声と拍手が響
きました。
　養老天命反転地は、人間の平衡感覚や遠近感を混乱させる
仕掛けが施されており、不思議な体験や映える写真が撮影で
きることから、今では若者を中心に多くの人が来園しています。
町民の皆さまもこの機会に訪れてみてはいかがでしょうか。

環境保全と子育て支援の手助けを環境保全と子育て支援の手助けを

　11月１日(土)に日吉地域自治町民会議主催の「象鼻山フェ
スタ2025」が開催されました。雨のため、当初予定されてい
た象鼻山の山頂での古墳の説明と宝さがし、象鼻山山頂を
ゴールとしたウォーキングイベントは中止となりましたが、
山麓を会場としたバザーや演芸などが披露されました。宇
田鳳声会による雅楽演奏、モルック体験、養老象鼻山太鼓
の会と養老鳶はしご登り保存会による演舞、大垣養老高校
ダンス部によるダンスが催され、フェスタを盛り上げました。
　また、会場では今年３月に象鼻山古墳群が岐阜県史跡に
指定されたことを記念して、象鼻山古墳群の解説ブースが
設置され、これまでの調査成果資料の展示や解説が行われ、
理解を深めました。

地域に愛される象鼻山地域に愛される象鼻山

　11月４日（火）に高田中学校２年生生徒が家庭科の実習
として、和装教育国民推進連合会 岐阜県支部 装賀きもの
学院の講師による指導のもと、浴衣の着付けを体験しまし
た。和服に関する基礎知識や和服と洋服の違いについて講
義を受け、和服についての理解を深めた後、実際に浴衣の
着付けをしました。講師に教わりながら手順を進め、生徒
同士で確認することで全員が正しく着用できました。
　生徒たちは「初めてのことばかりだったけど、丁寧に教
えていただき、自分で浴衣を着ることができました。とて
も貴重な体験になりました」と話し、浴衣の正しい着方や
畳み方、浴衣着用時の所作について学ぶことで、日本の衣
文化を継承していく大切さを感じました。
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